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目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）
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定
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源

款 項 目 節
細
節

細
々
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歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 2年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 2. 文化財保護事業

5. 社会教育費

2. 文化財保護費 文化課

（佐倉市）　　

第４章
明日へつながるまちづくり -

平成28年度 -

経常 単独 計画 0 0 718 基本施策５
歴史・文化資産の保全・活用 平成29年度 -

平成30年度 -

施策２
歴史文化資産を保全・活用します 平成31年度 -

令和 2年度 -

0

748 748

・文化財調査委託（建造物･仏像･社寺等の調査） 市指定文化財の所有者や管理者、伝承者を対象に補助事 ・市内の文化財を市民共通の財産として後世に伝えます

・指定文化財の管理（草刈･剪定等） 業を行い、市の共有財産の適切な管理を行うとともに文化財基本調査を 。

・文化財保存事業補助金の支出（指定文化財10件の維持管理に要する経 進め、市民の保護意識浸透を図ります。 ・文化財指定や保護計画の策定に際して、目安づくりができます。

費補助）

・指定･登録文化財等の管理団体の高齢化が進ん 消費税の上昇等の要因があり、事業費の見直しを

でいます。 行いました。

・少子高齢化のため民俗行事の開催に支障が生じています。

・歴史的建造物の記録保存に緊急対応することが困難です。

07 20 20 0

10 23 34 △11

12 335 348 △13

18 370 370 0

差引一般財源 0 748 0 748


